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あらまし

放送型暗号（Broadcast Encryption; BE）は, 送信者

が平文を暗号化するとき, 復号権限を付与する受信者を

複数人指定できる方式である. BEに望まれる安全性の

一つとして匿名性が考えられており, 匿名性を満たすBE

（匿名 BE）は復号権限をもつ受信者の情報を秘匿する．

Kobayashiら（IMACC 2021）は匿名 BEにおける暗号

文長の漸近的にタイトな下界を示している．本稿では,そ

の結果を拡張し,匿名BEにおける暗号文長の非漸近的に

タイトな下界を示すと同時に, LiとGong（ACNS 2018）

による匿名 BE方式の変形版が最適な構成法であること

を示す. また, 同様な解析を匿名放送型認証（ABA）に

適用することで, ABAにおける認証子サイズの非漸近的

にタイトな下界を示すと同時に, ABAの最適な構成法を

提案する．
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